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講  評 
将棋や碁のような組み合わせゲーム（対戦ゲーム）に確率を導入し，ゲー

ムの挙動を調べました。一般のゲーム理論では，ジャンケンのようなゼロサ

ムゲームには，確率を導入することによりナッシュ均衡（自分だけが手を変

えたら損になるので，どちらも手を変えることはできない均衡状態）が存在

することはよく知られていますが，ニムのような対戦ゲームに「確率」を導

入して調べるという考え方は面白いと思われます。 
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